
１．経営者（経営層）の意識づけに止まらず、参加経営者が自らの企業に持ち帰り、具体的な計画に落とし込むための「経営者教育プログラ
ム」 により、「協働の着眼点」及び「食品事業者の信頼性向上支援プログラム」を活用する企業数の増加につながる。

２．経営者や企業同士の交流、インストラクター（指導者）との交流を通じて全国的な相互コミュニケーションネットワーク構築が可能である。

３．JHTCが有する、専門コンサルタント・インストラクターを紹介する仕組みである「JHTCコンサルティングファーム」の人材プールを活用し、経

営者教育に携わる講師陣養成により全国の中小企業で指導を行うための環境が整備される。

４．具体的な成果として

①経営者教育用プログラム（テキスト、講師用テキスト、実施要領等）開発

②実証研修会実施検証報告による事業の持続可能性の明確化

③「協働の着眼点」普及に関わるコンサルタント要員の増加と活用する食品事業者等の増加に資する

「食品事業者（経営陣）向け研修プログラム」の
開発

●日本ＨＡＣＣＰトレーニングセンター

■実行可能性調査の目的

■協働の着眼点の活用

■成果

経営全体をトータル
で見て、自らの強み、
弱みを把握し、中長
期的な経営戦略を立
てることができました。

経営者
チェックシートを活用した経営会議

コンプライアンス
の徹底

コンプライアンス
の徹底

取引先との公正
な取引が大事

チェックシート

経営方針の精査・質の向上経営方針の精査・質の向上

日本HACCPトレーニングセンター（JHTC）の教育プログラムとして、経営層

が自社の課題を把握し経営戦略を明確化させるのに「協働の着眼点」（16
項目）を活用したプログラムを、実際に食品企業経営者層を集めて研修を

実施し、その効果を検証する。

JHTCが有する、専門コンサルタント・インストラクターを紹介する仕組みで

ある「JHTCコンサルティングファーム」の人材プールを活用し、経営者教

育に携わる講師陣養成により全国の中小企業で指導を行うための環境を

整備する。

１．取組みの目的を明らかにする１．取組みの目的を明らかにする

協働の着眼点活用のために、モデル事例を基にした「企業価値マネジメントモデル構
築」の基本となる「あるべき姿」を検証し、取組みの目的を明らかにする。

※モデル事例を土台に「価値創造のあるべき姿」を明らかにするためのワークショップと
演習

1) わが社のありのままの姿（事例を基に現状を分析）

2) 課題は何か（リスクの評価・分析と重点課題の抽出）

3) 重点課題改善のための具体的施策

4) あるべき姿（経営者が達成すべき目標の明確化）

◎あるべき姿を明らかにするための信頼性向上支援プログラムの確認

製品戦略（コスト削減戦略、製品リーダーシップ戦略、顧客ソリューション戦略）

（ケーススタディにおける製品戦略の具体化） ２．目的に沿った目標を明らかにする２．目的に沿った目標を明らかにする

１）「協働の着眼点」の有効活用

３）「協働の着眼点」をわが社の体制に組み入れて改善・向上につなげる

２）「協働の着眼点」を支援する「信頼性向上支援プログラム」の活用
で持続的発展を目指す

（お客様を基点とする企業姿勢の明確化とコンプライアンスの徹底を基盤としたコ
ミュニケーションの仕組み作りは、戦略目標を明らかにすることから始まる）

（評価・改善、取組みを評価、情報交換の効率化）

（お客様基点を戦略の中心に、お客様価値の創造・満足度の向上、差別化を図り
ながら食品事業者の持続的発展を目指すマネジメントモデル）

◎ケーススタディにおける信頼性向上支援プログラムの確立

製品戦略の選択・ビジネスプロセスの確立・経営資源を明らかにして、企業価値創造
マネジメントモデル（バリューマネジメントモデル）を構築

◎ケーススタディにおける戦略目標（ミッションプラン）の明確化

協働の着眼点を基礎とした、戦略目標（製品戦略・ビジネスプロセス・経営資源）を設
定

◎協働の着眼点有効活用のための「信頼性向上支援プログラム」を理解する

３．目標を実現するための具体的な方策３．目標を実現するための具体的な方策

具体化した取組みの実現には、方策のより実際的な効果・効率が確認できる「計画
－進捗管理－検証」の流れをプロジェクトとして運用し、現場への導入・定着を推進
する。その基礎としての設計及び進捗管理、評価・検証計画の構築を目指す。

具体化した取組みをプロジェクトとして、その設計及び進捗管理、評価・検証計画を
明らかにする

※モデル事例を基に、16の着眼点に落とし込んで具体化した取組みの運用を明らか
にするワークショップと演習

実行計画 ⇒ 進捗管理 ⇒ 成果検証

３つの取組みに基づくプログラム

１．「協働の着眼点」の活用と食品事業者の信頼性向上を支援する「経営者教育プログラム」

✚
ワークショップ（WS）スタイルによる研修

研
修
へ
の
参
加

２．講師・指導者向け「経営者教育プログラム」

「 食の安全・ 信頼に向けた取り 組み」 のための
「 経営者教育プログラ ム」

３つの取組みに基づく「経営者向け教育プログラム」

「協働の着眼点」の活用と食品事業者の信頼性向上を支援する「経営者教育プログラム」

＜テキスト＞

経営者教育研修用テキスト

食品企業経営者対象

「 食の安全・ 信頼に向けた取り 組み」 のための
「 経営者教育プログラ ム」

「協働の着眼点」の活用と食品事業者の信頼性向上を支援する「経営者教育プログラム」

「講師向け指導テキスト」

JHTC CF指導者候補対象 研修プログラ ム１

◎ 食の安全性と 消費者から の信頼性確保のためのマネジメ ン ト プロ グラ ム（ 企業を 取巻く 環境を俯瞰し 、
変化と 不確実性に対応する ためのマ ネジメ ント ）

・ バリ ュ ーマネジ メ ント モ デルの全体像と スキームモデルの解説
・ 企業が持続的発展をする ために必要な ビジネス プロセスの解説

◎「 協働の着眼点」 の解説プ ログラ ム
（ ３ つのポイ ン ト ： ▪ 消費者と のコ ミ ュ ニケーショ ン ▪ サプラ イ チェ ーンと の協働▪ 顧客リ スク の管理

〈 衛生管理を含む〉 ）

・ お客様基点 ▫ コ ンプラ イ アンス ▫ コ ミ ュ ニケーショ ン（ ▪ 社内 ▪ 取引先 ▪ お客様 ▪ 緊急時）
の解説

・ カ テゴリ ーのポイ ン ト および達成すべき課題の説明と 1 6 項目の着眼点と 支援のための重点課題の解説

◎食品事業者の信頼性向上を支援するプ ログラ ム（ バリ ュ ーマネジメ ント モデル： 顧客の価値創造と 顧客
満足度の向上を 企図するマネジメ ント ）

・ 製品戦略（ ▪ コ スト 削減戦略 ▪ 製品リ ーダーシッ プ戦略 ▪ 顧客ソ リ ュ ーショ ン戦略）
※各戦略の特徴の説明と 、 ▫ 業務プ ロセス▫ 経営資源と の関係性およ び統合化の解説

・ 業務プ ロセス （ ▪ 業務管理プ ロ セス ▪ 顧客管理プロ セス）
※価値創造のための具体的施策の説明と 上記戦略の達成に向けて統合化さ れた目標設定に関し て解説

・ 経営資源（ ▪ 人的資源 ▪ 情報資源 ▪ 組織文化）
※価値創造支援のために、 ３ つの資源の有効活用と 戦略的方向付けのための方策に関し ての解説

研修プログラ ム２

◎ワーク ショ ッ プ演習（ バリ ュ ーマネジメ ント モデルの構築）
・ Ｓ ＷＯＴ 分析・ リ スク 評価

▪ 3 要素（ ▪ 製品戦略▪ 業務プロ セス▪ 経営資源） の視点で事業活動の現状を 分析し 、 重点課題を
抽出する

・ バリ ューマネジメ ン ト モデルの策定
▪ 抽出さ れた重点課題を 、 バリ ュ ーマネジメ ント モデルと し て再構築する

・ ミ ッ ショ ン プラン の策定 （ 協働の着眼点）
▪ バリ ュ ーマネジメ ント モデルを 「 協働の着眼点」 の視点で全体最適化し 、 事業活動の適切性と 有

効性を 検証する

・ 演習発表 （ 上記の纏め）

▪ ミ ッ ショ ン から 構想さ れ経営ト ッ プが確信を持てるも の、 ベスト プラ クティ ス（ 将来方向付け）
実践レ ベルであるこ と

研修プログラ ム３

講師： 木村 耕一

4日間
プログラム

4日間
プログラム

厳しい評価に耐え得るスキル獲得

事例を基に自らのストーリーを展開

密度の濃いWSスタイルによる研修

講師・テーブルコーチとしてWSを牽引

2日間
プログラム食品事業者の意欲的な取組みは

お客様への情報提供・信頼性向上と
お客様からの適正な評価に

つながることを確信する

食品事業者の意欲的な取組みは
お客様への情報提供・信頼性向上と

お客様からの適正な評価に
つながることを確信する
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